
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

S −216

217　　　 妊娠中期に自然消失 した胎児 Nuchal

transluccncy例に つ い て の 予後に関する検討
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［目的〕胎児 の Nuchaa　 translucency （以下NT）

は頚部の 異常な液体貯留エ コ ーと考え られ 、 染色

体異常を高頻度に合併する こ とが知 られて い る．

しか し、 NT例に は妊娠 中期に 自然消失す る もの も

あ り、 消失例 と存続例の 児の 予後の 差異 はよ く知

られ て お らず 、 か つ 本邦で の 消失例の 予後 に関す

る報告例はな い ．そ こ でNT消失例と存続例の 予後

の 比較 を試み た．

［方法〕NTの 厚 さ 5】皿 以 ヒを異常 と定義 した診断

基準に 基づ き、 過去 2年間に当科で 管理 した NT例

9例を対象 と した．こ の うち、妊娠24週 まで に 自

然消失をみた 4例を A 群、自然消失 しなか っ た 5

例を B 群と して 比較 ・検討 した．

L成績〕 （1） 9症例 は い ずれ も妊娠 10週か ら15週

の 問に 診断され 、 平均診断週数は A 群 12．O土 ⊥．6

週， B 群は 13．8± ユ．5 週で 有意 な差 はなか っ た．

（2）診断時の NT径の平均値は A 群5．63土 1．　08mm、

B群 11．20± 2．B   と有意な差が認 め られた．（3）

B群 5例中 3例は、そ の後 に頚部 リン パ嚢腫 ・胎

児水腫 へ と進展 した．（4）Ait はNTの 重要性が十分

に認識されて い なか っ た時期の 症例 もあ り、全例

が妊娠 を継続 し 2例は分娩後 21triso皿y と判明

した．他の 2例は 羊水染色体検査 は正常で あ っ た

が、 1例 は四肢短縮症で あ っ た．（5） B 群 4例に

羊水染色体検査を施行 し 3例が45XO 、 1例 は正

常で あ っ たが 、 腹壁破裂 ・合指症 など多発奇形を

合併して い た．（6） B 群は本人お よび家族の 希望

に よ り全例が 中期中絶 とな っ た．

〔結論〕自然消失 した 4例中 intact　survivaI は

1例 しかな く、また 2例に 21trisomy を認 め た

こ とか ら、自然消失 の 有無に か かわ らずNT陽性例

は 予後不良と考え られる．

［緒言］ ヒ トパ ル ボウイ ル ス B19 （以下B19）は胎

児 に 重症貧血 ・胎児水腫を惹き起 こ す こ とが報告

され て い る。また 、胎児貧血 の 胎児心拍数図に お

い て sinusoidal 　 fetal　 heart　 rate 　pattern （以下

sFHR ）が出現す る こ と も良 く知 られ て い る 。 我 々

は、B19 感染に よる妊 娠 27週 の 胎児貧血 例 に対 し

て 4回 の 胎児輸血を行 っ た過程にお い て 、胎児Hb

濃度 とsFHR の 出現頻度に 対して 若干 の 知見を得た

の で報告する 。　 ［症例］32才、2経産。 妊娠 15週

頃に 二 人 の 子供が伝染性紅斑に 罹患 した。27週 に

胎児腹水及 び 心拡大 を認め B19 に よ る胎 内感染 を

疑 い 入 院 と な る 。 27 週 4 日 の 胎児採血 で 、Hb

1．8g／dl，　Ht5 ，5％ と著明な貧血 を認め 、胎児血 で の

Bl9 　lgG、工gM ，　DNA はい ずれ も陽性で あっ た 。 27週

5日か ら29週 5日にかけ て 計 4回 の 胎児輸血 （臍帯

静脈及び 、 胎児腹腔内）を施行 した 。
こ れ に よ り

胎児Hb は 1．8→ 3，0 →4、3→ 6，1→10，09／dlと著明な

改善 を示 し、36週 2日、男児 2094g （Apgar8／9、

Hb12 ．7g／dl、　 Ht39 ．0％）で経膣分娩とな っ た 。連 日

施行 した連続胎児心拍モ ニ タ リン グにお い て 、観

察時間当た りに見 られ た sFHR の 出現頻度を胎児

Hb 濃度 と 比 較 した場合 、2 回 目の 胎児輸血 以前

（Hbl ，8 − 3，09 ／d1）は、　 sFHR の 出現頻度は10 ％ 未

満で ある が 、2 回 目の輸血後から、徐 々 に sFHR の

出現頻 度が上 昇 し （50 − 80％）、3回 目の 輸血 直

前 （Hb4．3g〆dl）に は、観察中ほぼ全期間 （gO ％）

に わた りsFHR を認め た 。 しか し、3回 目の 輸血 に

よりHb6 ．1g／dlと上昇す る と sFHR は認 め られ な く

な り、 acceleration も出現する よ うに な っ た 。　 ［結

論］胎児心拍数図に お い て 胎児貧血 で はSITHRhve徴

的な所見であるが、貧血 の 重症化 に伴 い 胎児Hb濃度 が

一定の 値以下 になると顱HRが認められ な くなっ た。
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